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令和5年度すこやか・ふれあしA事業運営報告

I国分寺市介護老人保健施設すこやか

1.すこやかの事業について

介護老人保健施設すこやかは、入所施設定員50名・通所施設定員30名の施設開ぶ誌可

を受け、介護老人保健施設・短期入所療養介護・適所I」八ビリテーションの3事業を行って

しAます。

2.職員配置につし\て

介護老人保健施ぶの運営につし\ては厚生労働省をに、医師、看護師、介護職、薬剤師、理

学療法士等、介漢支援専門員、管理栄養士、支援相。》員他、様々な専門資格等を持った職員

の配置基準が定められてし1ます。しかしこの人員配置基準は入所者100名に対し1名配置

とされる基準(医師、支援相談員、理学療法士、作業療法士、ミ語聴覚士、栄養士または管

理栄養士、介護支援専門員)が含まれており、50床とし\う老人保健施設としては小規模な

当施sちこの基準に則り職員を配置することになります。リハビリテーション機能の強化、

相談体制の充実等他職種連携による質の高いサービス提供に取り組んでおります。

一方、厚生省老人保健福祉局企画課長通知じより、省令に定める職員配霞基準は最低基準

であり、開設者は施ぶ、る備、運営の向上に努めることを求められてし\ます。

そのため、老人保健施設の省令に定める職員配霞基準は、利用者3人に1人の看護・介護

職員配置とされてし\ますが、当施設は1.8人に1人の職員配麗となっており、全■の老人

保健施ぶ看護・介護職員平均配置人数は、利用者2.2人に1人と比較して手摩し⑩B霞となっ

てし〉ます。

また、通所リハビリテーション事業の配置状況じついてち入浴介助や送迎の添乗など利用

者の安全確保等のため、省令に定める職員配麗基準を上回る職員を配置しております。

常勤換算後の職員数(R6.3末)

常勤換算後の職員数

1

1

了.9

23.7

1

1

6

0.7

1.3

1

0.2

1

1

※常勤換算：常勤職員1人当たり1日8時間勤務として算出

医師(施設長)

施ぶサービス課長

介護職員

支援相。夕員

介護支援専門員

理学療法士又は作業療法士

ミ語聴覚士

管理栄養士

薬剤師

歯科衛生士

施設管理課長

(参者)仕様書

1

1 (兼務可)

5以上

12以上

1

1 (兼務可)

1以上

1

1

1 (兼務可)

1以上(兼務可)
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当協ら職員には3種類の雇用形態があります。

*正職員：雇用期間の定めのなし〉常勤の職員で、定期昇給・賞与・退職金制度が適用されま

す。

・常勤職員：期間雇用の常勤職員で、定期昇給、年2回の加給金は支給されますが、退職金

制度はありません。なお、入職から5年以上の雇用者は、期間の定めはありません。

・パート職員：半年毎の雇用契約で、賃金は時間給で支払われ、退職金の支給はありません。

当老人保健施るち、開設当初は正職員が多<配霞されていましたが、和用者の安全を確保

する等の必要から人員増が必要となり、常勤職員とパート職員の雇用を進め、人件費の増大

を抑えて来ました。

また、期間雇用労働者に関する法律の改正や雇用踪境の変化に対麻するため、当協会では、

平成27年度から人事考課制度を本運用しております。

3.稼働率及び運営状況について

当施設の短期入所含む入所につしAて、モ和5年度の年間平均稼働率は93%であり、入所

延べ人数は短期入所を含め1ス029人、前年度比260人減となり1.5%程度減少しており

まず。要介護度3̃5の占める割合は約66% (前年度約60%)でした。

退所者の状況としては、在宅復帰者の割合は約20%と前年度より約14%減少し、医療

機関へ退所される方は51%と前年度より約17%増となりました。

また、在宅介護支援施設の役割として、在宅サービスである短期入所療養介護の利用者を

多<受け入れてし\ます。延べ利用者数1,224人と前年度1,40了人から延べ183人減少と

なりましたが、地域のケアマネジャーをはじめとした在宅介護サービス事業所と連携し、在

宅での介護者の支援を果たしてし〉まず。

通所りノ\ビ¦」テーシヨンや通所介5養サービス、訪間介護を併用してしスる方ち多<、法人全

体としてち在宅介護支援を果たしてし〉ます。

さ後ち在宅生活を続ける高齢者やその家族の支援を可能な限り行ってし\きたし\と考えて

おりまず。

通所リノ\ビリテーション(予防を含む)は、■分寺市公設民営の老人保健施設として、令

和4年度10月より定員を30人とレ令和5年度には理学療法士を増員して、リノ\ビリテ

̶シヨンの強化を図ってまし\りました。

利用者数合計は6,290人(前年度比940人増)で、年間平均稼働率はァ2% (前年度

68%).月平ね利用者数は524.2人でした。

新型コロナウィルス感染症は、を和5年5月より5類に移行しましたが、高齢者施ぷとし

ての拡大防止に向けた取り組みとして..手洗い..消毒、マスクの着用の他、全職員に対して

週1回のPCR検査の実施及び介護、看護、リハビリ等、直接ボ」用者と接する職員に対して

週1回の抗原検査を実施しています。しかしながら、8月じは新型コロナウィルスの感染者

及び濃厚接触者が職員を含め複数発生しましたが、協力病院の■分寺病院を含む医療機関又

は療養施るに入院・入所することができました。施設内での個室対応、入浴及びリノ\ビリテ

ーシヨンの中止並びに東京都の即廠チームの派遺じよる指導などを実施し、感染拡大防止対

策を■った結果、約10日間で施ぶ内の感染は治まりました。今後ち必要な感染防止対策を

■り、感染拡大防止に努めてまいりまず。

4.損益につしンて

通所リノ\ビリテーシ: ンは、稼働率がア2%と昨年度より4%増となっていますが、入所
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の稼働率は年間で93%であり、前年度95%から3%利用率が減少したこともあり、全体

的に減収につながっています。結果として、経常収入は361,ァ25千円、経常支出は

366,1 55千円となり、4,43〇千円の経常損失となりました。

次年度は、稼働率の向上を■るととちに経営健全化に努めてまし\ります。

5.地域との交流につレ〉て

音楽グループによる合唱やオカI」ナ演奏のボランティア活動を行うなど、地域の方々と利用

者との交流を再開しました。そのことにより、利用者の笑顔ち多<見られました。

今後ち、高齢者施設として必要に航じた感染防止対策を図りつつ、地域との交流を■って
まし〉ります。

6.職員の研修について

当施設では年間の研僕計画に基づき、職員等が交代で講師を務め、開催時期じ廠じたテー

マでの部研修を開催しております。モ和5年度は36の研修を56日間行し\延べ337名
の職員が参加しました。

また、東京都、多摩立川保健所、老人保健施設協ら、社会福祉協議会他、さまざまな機関

等から研信会の案内が届き、必要と思われるちのに職員を参加(60日99人参加)させ、

参加した職員が内部研修のま師となって、最新の知識を職員全員が共有するよろ努めており
ます。

7.その他

面会につし\ては、5月より従来のガラス越しでの対面から、4階すこやか入所施ま内での

対面方式(パーテーションは設霞)に変更しまレた。面会日ち水曜日を追加して、水■日及

び土曜日(各日8枠)で実施しました。引き続き、面会方法の見直し等を検討し〉たしまず。

-3-



n国分寺市高齢者在宅サービスセンターふれあい

1.ふれあいの事業について

■分寺市高齢者在宅サービスセンターふれあし\は、令和4年度より、定員を24人から

15人に変更したことじ伴し\市町村が管轄する地域密着型通所介護(予防を含わ)に変更

しました。

地域密着型通所介護施設を運営ずる事業者は、運営推進会議の開催が義務付けされてしスま

す。今年度は、6月と12月に2回開催し、利用者、家族、地域住民の代表者、国分寺市職

員又は地域包括支援センター職員等12名(各6名)の方にご参加いただき、施設で提供し

ているサービス内容等を明らかにして、地域に開かれたサービス、サービスの質の確保を図

りました。

ため、営業停止には至らなし〉までち、家庭内感染の発生による濃厚接触者となった場合や他

通所施設での接触状況により利用を控えてし〉ただぐ状況ちありました。職員ち細心の注意を

■り対廠し、利用者に対してち、感染リスクを避けるため、家庭内でできる感染防止につい

てち理解を促し、健康観察等ご協力しへたださました。

2.職員配置について

地域密着型通所介護施るの運営につし\ては厚生労働省令に、生活相談員、看護師、介護職

員、機能ミ¦¦練指導員等有資格者の配置基準が定められていまず。

さらに、厚生省老人保健福祉局企画課長通知じより、厚生省令に定める基準は最低基準で

あり、開を者は施設、設備、運営の向上に努めることを求められてし\ます。

-i>�護職員

厚生省令による地域密着型通所介護施設の人員配置基準

生活相。夕員 サービス提供時間に廠じて専従で1以上

専従で1以上

利用者の数が15人までは1以上、15人を超える場合にあっては

禾」用者1人増すごとに0.2を加えた数以上。

機能dl練指導員1以上

各種加算の算定をずるためには、人員配置基準よりち手厚し頂B霞が必要となります。

当施設は同じフロアーで通所リノ\ビリテーションを同時にbってし\るため、一体的じサー

ビス提供が可能であり効率性を意識した運営をしてし)ます。しかし配置基準は事業所単位と

なっていることや、2事業所運営に必要な事務負担の効率化は望めず、大さな課題となって

し\¦ます。

常勤換算後の職員数(R6.3)※常勤換算：常勤職員1人当たりづ日8時間勤務として算出

管理者

介護職員

生活相ぼ員

機能さI練指導員

常勤換篇後の職員数

1

1.5

4.2

1

1.5

1

(参考)仕様書

1 (兼務可)

1以上(兼務可)

2以上(兼務可)

1以上(兼務可)

1以上(兼務可)

1以上(兼務可)
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3.稼働率・収益状況について

当施sの令和5年度の年間平均稼働率は51%で、お年度比8%減、年間合計利用者数は

2,239人、前年度比334人減少しておりまず。月平均ネ」用者数は186.6人でした。経常

収入は24,685千円、経常支出は46,527干円となり、21,842干円の経常損失を計上し

ました。

稼働率低下の理由は上まで触れてし\るとおりですが、利用対象者については要介護者に眼

らず、要支援者の受け入れち行し)柔軟な対瓶じ努めてし)ます。

直近3年間の実績推移

利用者数等

稼働率 (％)

延利用者人数

平均介護度

令和3年度

60

4,138

2.1

モ和4年度

59

2,573

2.1

令和5年度

51

2,239

2.2

収支

経常収入(千円)

経常支出(干円)

損益(干円)

令和3年度

41,320

48,364

Aて044

令和4年度

28,1 1 1

46,808

A 18,697

を和5年度

24,685

46,527

A21,842

ふれあい会計の借入金会計別残高推移(千円)

借入先会計 を和3年度 令和4年度

ずこやか会計(短期借入金) て258 6,077

法人会な(短期借入金) 39,2ァ0 39,259

法人会け(長期借入金) 14, 146 33,523

借入残高(計) 60,674 78,859

モ和5年度

5,624

38,698

54,371

98,693

※令和4年度より定員を15人とし事業規模の縮小を図ってし)るが、人件費等の経費削減を

■れなしへため、次年度以降ち借入金依存度が増加ずる懸念がある。

4.地域との交流につレXて

当施をは地域に開かれた施設をめざし、地域にお住まいの方にボランティアとして参加し

てし\たださ、特に■味生さかしン\舌動では、者健施ると同様、音楽や手芸、書道、絵手紙、ち

ぎり絵、誇吟など、職員では対瓶でさなしサ策々な特技をお持ちの方に参加してし\ただし〉てお

りました。しかし、令和2年度から引き続き、新里コロナウィルス感染症拡大防止を目的に

通所施設内でのボランティア受け入れを中止していましたが、新型コロナウィルス感染症が

5月から5類に移行したことに伴い、音楽グループじよる合唱やオカリナ演奏のボランティ

ア活動を行ラなど、地域の方々と利用者との交流を再開しました。そのことじより、和用者

の笑顔ち多<見られました。また、園芸ボランティアの方々じは、屋外で花や野菜を竜てて

しXたださ、通所和用者や道む<皆さんじ楽しんでしXたださました。

今後ち、高齢者施設として必要に応じた感染防止対策を■りつつ、地域との交流を■って

まいります。

また、今年度ち引き続き地域密着型通所介漢サービスとして地域の住民や関係機関の方を

招し\た運営推進会讓を開催し、地域住民ぺの活動紹介等むってし)ます。
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5.職員の研修につレ\て

当施設では年間の研修せ画に基づさ、職員が交代で講師を務め、開催時期に航じたテーマ

で内部研修を開催しております。令和5年度は25の研修を30日間bい、延べ305人の

職員が参加してし〉ます。

また、外部研修ちオンライン研優の他、対面での受講ち可能となり合計26回の研修に延

べ36人の職員が参加しました。
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ムミ介護老人保健施設すこやか利用状況

病状が安定し入院治療の必要のない要介護高齢者等を対象に、介護老人保健施設内
で、医学的管理のもとで、リ八ビリテーシヨンや介護.その他必要な医療を行い、自立
した日常生活が営むことができるようなサービスを提供しました。

⑦入所延人数
月要介護1

4 220

5 217

6 210

7 155

8 172

9 196

10 204

11 178

12 186

1 201

2 220

3 242

合計 2,401

要介護2
167

186

173

208

229

150

299

307

329

353

301

300

3,002

②短期入所延人数
月要支援1要支援2

0

0

0

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

合計

0

0

0

0

0

0

0

0

3

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

要介護3
443

511

473

540

431

355

471

527

494

448

420

507

5,620

要介護1

11

0

0

0

0

8

3

0

0

0

0

0

22

③通所リ八ビリテーシヨン利用延人数
月

4

5

6

7

8

9

10

n

12

1

2

3

合計

要支援1

10

n

11

10

11

12

n

15

16

15

15

19

156

要支援2
41

47

46

32

37

36

29

25

31

30

27

27

408

要介護1
126

132

143

131

136

124

148

137

141

144

184

172

1,718

要介護4
371

389

376

372

410

371

309

237

202

214

231

198

3,680

要介護2
14

25

24

23

17

41

33

24

20

25

19

23

288

要介護2
122

127

158

135

142

131

156

140

135

124

148

145

1,663

要介護5

100

93

116

124

104

43

62

84

100

96

87

93

1,102

要介護3

28

23

20

39

26

25

50

15

29

28

17

18

318

要介護3
105

109

108

107

106

97

88

95

87

73

67

72

1,114

合計

1,301

1,396

1,348

1,399

1,346

1,115

1,345

1,333

1,311
1,312

1,259
1,340

15,805

(単位:人)
要介護5 合計
25 116

5 77

20 96

5 81

13 83

17 m

25 137

29 84

25 107

21 112

28 97

31

244

123

1,224

(単位:人)
要介護5 合計

40

40

46

31

35

37

48

45

45

42

39

41

489

487

509

562

509

533

494

540

522

524

506

547

557

6.290
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高齢者在宅サービスセンターふれあい利用状況

居宅で生活している要支援.要介護者等に対し、通所による施設サービスを行い、
必要な趣味.生きがい.日常動作訓練.入浴・食事.送迎サービスを提供しました。

利用延人数
月

4

5

6

7

8

9

10

n

12

1

2

3

合計

要支援1
4

3

5

4

3

5

3

3

4

4

4

5

47

要支援2要介護1
0

0

0

0

6

8

9

8

6

8

8

9

62

51

57

66

68

72

62

56

56

51

42

51

38

670

(単位:人)
要介護2要介護3要介護4要介護5 合計
61 68 17 6 207
53 70 26 7 216
57 39 40 5 212
54 63 27 5 221
59 62 23 3 228
54 26 24 7 186
56 17 26 5 172
56 27 27 4 181
55 23 23 5 167
57 13 17 4 145
57 12 16 0 148
72 16 16 0 156
691 436 282 51 2,239
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介護老人保健施設すこやか.高齢者在宅サービスセンターふれあい活動状況等

@介護実習生受入及び介護体験等受入状況

介護老人保健施設すこやかで、高齢社会を担う専門職の育成として、介護実
習生の受け入れを行い、また、高齢者在宅サービスセンターふれあいでは、教
員免許取得の為の介護体験受け入れと介護体験ボランティアの受け入れ等を行
しAました。

令和5年度は、新型コロナウィルス感染症が5類へ移行したものの感染が続
いていることから、入所施設の「すこやか」での受け入れは中止しました。通
所施設の「ふれあい」では、市内中学校(3校)の職場体験、私立中学(1
校)の介護ボランテイアを受け入れました。

o介護莫習生受入状況

実習生受入課

学校名

介護老人保健施設す*

受入れなし

:やか

o教員免許取得の為の介護体験受入
介護体験受入課 ふれあい

学校名 受入れなし

o介護体験ボランテイアの受け入れ

介護体験受入課 ふれあい

学校名 早稲田実業中等部一年生

実施日数出席延人数

実施日数出席延人数

実施日数出席延人数

1 3

o職場体験他
職場体験受入課

学校名

ふれあし～

国分寺市立第一中学校

国分寺市立第二中学校

国分寺市立第五中学校

実施日数

3

3

3

出席延人数

ら

9

9

@職員の研修会及び講演会の受講状況
協会内や東京都などの研修会.講演会.勉強会.会議等を通じて、職務上必

要な知識・情報・技術等幅広い知見を得て、自己の資質向上を目指し、利用者
の支援に活用しています。

o介護老人保健施設すこやか
外部

研修名等
1介護福祉士実習指導者講習会

研修受講
実施日数出席延人数
4 4

2
成年後見制度利用促進計画に基づく国の動向および日常生活自立支援事
業(地域福祉権利擁護事業)と成年後見制度の基礎理解

3ケアブランデータ連携システムに関するセミナー

4認知症ケアにおける不穏になる人、不穏にさせる人

5スマホAIアプリ「リ八ケア」セミナー

6明日からできる摂食暁下の評価と口腔ケア

7施設とポランテイア

8 Faぴto Faぴ作業で結ぶ東京の未来

9令和5年度東京都入退院時連携強化研修

10経営安定化及び介護人材確保の取り組み事例紹介WE Bセミナー

11認知症介護基礎研修

12令和5年度リ八ビリテーシヨン新人研修会

。国分寺市通所事業者連絡会「災害対策研修」

14漏れの解決119番

15多職種で学ぶライフ加算マネジメント

1

1

1

1

1

1

1

4

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

1

2

2

1

1

3

-9-



16『実効性のあるBcp』セミナー
17国分寺市通所事業者連絡会「認知症ケア」
ぱ科学的介護情報システム(LIFE)による科学的介護の推進
19感染症.結核講習会
20 ±也域公益活動実践発表会2023 pa".2
21ディが必須で行うべき戦略事例紹介
22レジオネラ対策講習会
23支援相談員部会研修会データから見える超強化型老健施まの秘訣
24高齢者虐待の早期発見.通報の重要性
25令和5年度生産性向上セミナ「よりよい介護現場のために業務改善できること」

26令和5年度生産性向上に向けた人材育成セミナ～人材育成の仕組みづ<り～

27高次脳機能障害支援普及事業に係る医療従事者研修
28令和6年改正直前将来を見据えた介護業務のDXとは
29どんとこい！認知症XIV

30学術講演会「高齢者に対する食欲不振に注目した栄養介入と漠方薬ぐ入の現状と展望」

31高齢者権利擁護推進事業「施設内リーダー職員研修(看護実務者研修)」

32押さえておきたい！ 2024年介護報酬改定のポイント
33指定管理者に向けた個人情報保護研修に関する研修
34令和6年度栄養部会研修会「リハ栄養.食事姿勢と摂食」
35東京都高齢者施設等のBcp策定支援事業「BCP講座総集編」
36介護事業者のための業務継続計画(Bぴ)作成セミナー
37国分寺市在宅医療’介護連携研修(介護支援専門員現任研修E )
38重層的支援体制整備事業令和5年度コーディネーター連絡会
39介護現場における八ラスメント対策説明会
40施設ケアマネジメントの本質について
41令和6年度介護報酬改定(概要)説明会
42東京都看護協会地域包括ケア委員会主催情報交換会
43報酬改定の概要とポイント
44」ハビリァーシヨン。胃演会「介護予防のパフダイムシフトと専門職に求められる役割」

45令和5年度介護老人保健施設に対する集団指導
46令和6年度介護報酬改定ポイント解説セミナー
47 「俳遺」.「昼夜逆転」ぽ知症専門医から学ぶ！周辺症状に"振り回されない"ケア

48第2回プラチナナース施設管理者セミナー
49令和5年度東京都老人福祉施設等感染症対策指導者養成研修
50 2023年度人材マネジメント塾

計

。介護老人保健施設すこやか
内部研修受講

研修名等
1事故発生予防と再発の防止
2プライバシー保護の取り組み
3介護技術(移乗・移動)
4熱中症と脱水症
5食中毒と手洗い

6緊急時の対応(誤職.窒息)
7肺炎(間質性肺炎含む)と結核の予防と院内感染対策
8 口腔ケア・義歯.根本虫歯.スポンジブラシの使い方
9消化器の使い方と設置場所
10介護技術(更衣)
”手の機能について

I2虐待.身体拘束について

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

60

1

1

2

5

1

3

1

1

3

1

1

2

2

1

2

3

4

4

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

4

14

2

1

1

1

1

99

実施日数出席延人数
1

1

1

1

1

1

1

1

11

1

1

1

7

6

9

9

8

9

8

10

31

8

8

6
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13接遇

14認知症の介護

15施設サービス計画書の基本とWINCAREの紹介
M脳梗塞とワーフアリン

17緊急時の対応(意識障害、脳梗塞、脳出血)
18 ノ □ウィルス対策のための暇吐物処理方法
19排潰.おむつ交換(実技)
20誤險性肺炎
21インフルェンザ(実践9
22高次脳機能障害
23 「むせる」とは、不顕性誤D燕とは
24高齢者虐待
25認知症ケア

26感染症予防と発生時の対応
27レクリェーシヨンゲームレク、認知症の人の不安を取り除くポイント

28介護記録を書<意見について
29裾瘍予防
30新人研修
31倫理及び法令遵守
32防災訓練
33介護者の健康づ<り
34食事と栄養

35アルツ八イマー病(薬)

36緊急時の対応(実践)急変、転倒、救急車要請の判断
計

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

7

1

1

1

4

56

o高齢者在宅サービスセンターふれあい
外部研修受講

研修名等
1経営安定化及び介護人材確保の取り組み事例紹介WE Bセミナー

2地域密着型通所介護及び認知症対応型通所介護に係る集団指導

3国分寺市通所事業者連絡会「災害対策研修」

4多職種で学ぶライフ加算マネジメント

5『実効性のあるBcp』セミナー

6国分寺市通所事業者連絡会「認知症ケア」
7科学的介護情報システム(LIFE)による科学的介護の推進
8感染症・結核講習会

9ディが必須で行うべき戦略事例紹介
10福祉用具講習会(第2回集合型講習会)
11令和6年改正直前将来を見据えた介護業務のDXとは
12押さえておきたい！ 2024年介護報酬改定のポイント
n指定管理者に向けた個人情報保護研修に関する研修
14ディサービス研修「2024年度の介護保険制度改正と介護報酬改定」

15 「つながれひろがれちし\きの輸」実践報告会
I6気軽に学ぼう！認知症WEBセミナー

17生活相談員リスクマネジメント研修会
18施設長の必須スキル「稼働率管理j
19東京都高齢者施設等のBび策定支援事業「Bぴ講座総集編」
20介護事業者のための業務継続計画(Bぴ)作成セミナー

実施日数出席延人数

21 介護現場じ二おける八ラスメント対策説明会

22令和6年度介護報酬改定(概要)説明会

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1
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23報酬改定の概要とポイント 1
24令和5年度介護老人保健施設に対する集団指導 1

25人財育成*定着に必要なメンタルトレーニング 1
26令和5年度東京都老人福祉施設等感染症対策指導者養成研修 1

計 28

1

7

1

1

36

o高齢者在宅サービスセンターふれあい
内部研修

研修名等
1移乗サポートロボツト勉強会
2転倒時の対応

3認知症
4組織について
5ガウンテクニツク

6八グ利用者の情報と実施

7通所介護予防について

8立位の介助について

9食中毒・感染症

10腰痛ストレツチについて

11身体介護

12個人情報保護

13 ,Mリレカこンび

14身体拘束

15避難訓練(利用者を含む)

16虐待スピーチロツク(言葉の拘束)

17 ノ □ウィルス吐物処理方法

18購下障害

19感染症

20法令遵守

21入浴中の避難訓練

22認知症の人の対応

23送迎中の事故対応

24事故防止

25接遇

受講

計

美施日数

1

1

1

2

1

2

1

1

1

1

1

1

1

2

2

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

30

出席延人数
6

7

7

18

8

12

7

7

8

8

8

8

7

19

75

8

12

7

13

13

8

8

n

10

10

305

@す :やか、ふれあいの活動行事
ご利用者が心身とも、健康に過ごすためには「楽しみ」や「生きがい」は

欠かせません。すこやか.ふれあいでは、さまざまなレクリェーシヨンや趣味
活動及び運動を行いました。体を動かすことで心身機能の維持向上、手先や頭
を使うレクリェーシヨン・音楽鑑賞により脳の活性イヒを図りました。また、利
用者同士のふれあいを大切にした一日の活動プログラムを作成し実施していま
すc
た(

敬老会では、長寿の節目を迎えられた方に賀状を手渡しお祝いをしまし

バ護を人ぼ健施或すしでか

活動行事内容
4月お花見ドライブで気分転換を図る
5月談話室でお茶会を行い気分転換を図る
6月七夕飾りを作製し季節を感じ、気分転換をI
7月納涼祭
n n共同制作を通し季節の移り変わりを感じる
UG皆で楽しく暑気払いをする
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9月敬老会
10月運動会

11月足浴して心身共にリラツクス

12月年忘れお楽しみ会
1月新年会

2月2月の季節感を感じる(節分鬼退治ゲーム)

3月お花見ドライブ

計

1

1

13

1

1

1

3

44

0介護老人保健施設すこやか

ボランテイアによる定期活動
園芸ボランテイア

敬老会賀状作り

手作業ボランテイア

はびねす歌の教室

NNガーg

オカリナ麦笛

車椅子ステーシヨン

実施日数参加延人数
5 10

1 2

4 8

7 245

1 35

1 8

1 27

17 17

計 37 352

0 高齢者在宅サービスセンターふれあい

活動行事内容

6月地域密着型サービス運営推進会議
8月夏祭り

9月敬老会

12月地域密着型サービス運営推進会議(第2回)

3月感謝祭

実施日数参加延人数
1 10

1 27

1 25

1 9

1 28

計 5 99

0高齢者在宅サービスセンターふれあい

ボランテイアによる定期活動
園芸ボランテイア

敬老会賀状作り

手作業ボランテイア

0高齢者在宅サービスセンターふれあい

ボランテイアによるイベント

はぴねす歌の教室
NNガjズ

オカリナ麦笛
計

美施日数参加延人数
5 50

1 n

1 17

7 78

@防災訓練(自衛消防訓練)

施設のご利用者及び職員を対象に、防災訓練を実施しました。災害が起きた
時には、日頃の訓練が役に立ちます。いざという時、一人ひとりが慌てず迅速
な行動を取ることが重要になります。

.巧o介護老人保健施設
実施日
12月13日

すこやか

参加延人数
9

ふれあい

実施日
10月16日
ぴ月21日

計

参加延人数
36

39

75
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@普通救命講習(応急救護訓練)
緊急時の応急処置として、命を守る知識と自主救護能力の向上を目的に、人

ェ呼吸法.心臓蘇生法.A①の使い方・止血法などを行いました。救急車到着ま
での応急手当の重要性を習得することができました。

o介護老人保健施設すこやか
実施日 参加延人数
11月29日 8

ふれあい

実施日
11月29日

参加延人数
8

@施設設備改善
施設内で、ご利用者の生活環境の安全及び維持向上を図るため、年数の経過

した設備を入替(導入)しました。

o介護老人保健施設すこやか
設備改善内容

�-A°-�7�Jl,7t-\Jl/�"-
立ち上がりサポートスタンド
マガジンラツクメツシュ

八ルスオキシメーター

̶ブリレ

リモコンサーキュレーター

手首式血圧計
やかん5L

ステンレス製ケツトル
手首式血圧計
r]-K1�7>"7'y Mセソ�

電子体温計
電気衣類乾燥機
全自動洗濯機
デジタルカメラ

すこやか
1

1

1

50

1

1

1

1

1

1

2

2

1

1

1

(単位:個)

実施時期
4月

4月

4月

5月

5月

6月

7月

7月

8月

8月

8月

10月

12月

1月

2月

o高齢者在宅サービスセンターふれあい (単位：個)
設備改善内容 ふれあい実施時期

バルスオキシメーター 8 5月
自動血圧計 1 7月
ペーパータオルホルダー 1 7月
電子体温計 2 9月
ドライヤー 3 10月
デジタルカメラ 1 10月
セーフテイアームウオーカー 2 "月
電子体温計 2 1月

◎介護老人保健施設「すこやか」施設内での新型コロナウィルス感染状況
「すこやか」介護職員が感染し、8月25日に「すこやか」利用者の感染
その後、9月2日までに、利用者10名、職員5名の感染者が発生しま

8月23日
を確認、
した。
利用者10名ついては、発症当日及び翌日には、国分寺病院を含む医療機関又は
療養施設に入院・入所ができました。
施設内での個室対応(食堂の閉鎖、ディスポーザー食器の使用)、入浴及びリ
八ビリテーシヨンの中止及び東京都の即応援支援チームの派遣による指導をい
ただくなど感染拡大防止対策を図った結果、約10日間で施設内の感染は治まり
ました。
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@新型コロナウィルス感染拡大防止の対応について

0全職員に対して、出勤時の検温(検温表記録)・手指の消毒.マスク着用を徹底
しました。

o全職員に対し、「正しい手の洗い方と手指消毒」「マスクの着用を含む咳ェチ
ケット」「勤務前の検温」「日常の健康管理」等について指導しました。また
各課で、新型コロナウィルス感染症の対応について内部研修も行いました。

0全職員及び警備.清掃・厨房の委託業者職員に対して、P〔R検査(東京都福祉保
健局「高齢者施設職員等に対する集中的検査」)を每週実施しました。さらに
看護職、介護職、リ八職、生活相談員など、利用者と直接接する職員について
は、抗原検査キツトによる検査も併せて每週行いました。

0 「すこやか」では、入所者家族等の面会は、従来のガラス越しでの対面から、
4階すこやか入所施設内での対面方式(パーテーシヨンは設置)に変更しまし
た。また、面会時間は20分間に延長し、面会日は水曜日と土曜日各8枠としてし、
ます。

0 「すこやか」では、自宅からの短期入所(シヨートステイ)利用者に、施設入
所前に抗原検査キットにて検査を行い、陰性確認後に入所いただきました。

0 「ふれあい」では、利用者送迎車乗車前の検温.手指消毒、到着時の検温.手
洗い.マスク着用を徹底しました。

0利用者及び職員の感染者を早期に発見するため、濃厚接触者(疑い者含む)及び
陽I生疑い者に対して、随時抗原定性検査キットにて検査を行い、感染拡大・集
団感染を防止しています。
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也設名

g疋巨理名

ョ疋g理,.ガ間

1.収入の部

科目

市補助金
地方公共団体補助金収入
介護職員等処遇改善支援補助金収入

事業収入
その他の収入
実質損失

又入ロミ

2.支出のき

科目

人件費
給与バ貴金
社会保険料
手当

その他
事務費
消耗品費
印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料
保険料
フアイナンスリース科
その他

管理費
光熱水費
電気料金
ガス料金
上下水道料金

修繕費
事業費
消耗品費

委託費
車両費
材科費
旅費交通費

法人税
租税公課
その他の支出
実質収益

出。き

収支決算書
(令和5年度)

令和5年4月1日から令和6年3月31日

国分、市ゾ¦し人呆建也設 二やか
一ぷg団法人国分、市建.旨止サービスカカK
T和5 4月1日力、らコ和10年3月31日

【指定管理業務に係る決算報告】

予 „ ;も、 予し半
(A) (B) (B-A)

28,000,000 27,943,000 99.8%
0 666,000

0 253,000

342,758,000 331,974,636

100,000 888,393

370,858,000 361フ25,029

予も、

(A)

255,472,100

176,725,000

28,494,600

45,132,000

5,120,500

2,827,850

780,250

80,500

675,000

200,450

10,500

732,000

349,150

31,770,500

31,560,000

12,776,700

10,075,800

8,707,500

210,500

81,368,325

2フ76,000

4,460,000

45,476,000

1,251,575

27,309,000

95,750

145,676

498,511

1,177,100

96.9%

888.4%

97.5%

;も、 予し：

(B) (B-A)

259,961,255 101.8%

177,224,878 100.3%

30,235,289 106.1%

47,278,960 104.8%

5,222,128 102.0%

2,535,375 89.7%

722,830 92.6%

10,742 13.3%

612,038 90.7%

114,870 57.3%

3,171 30.2%

731,487 99.9%

340,237 97.4%

22,907,459 72.1%

22,832,439 72.3%

8,750,200 68.5%

6,542,400 64.9%

7,539,839 86.6%

75,020 35.6%

78,554,436 96.5%

2,546,158 91.7%

4,176,435 93.6%

44,908,972 98.8%

1,057,158 84.5%

25,764,121 94.3%

101,592 106.1%

26,867 18.4%

414,134 83.1%

1,755,066 149.1%

373,260,062 366,154,592 98.1%

[注意】
科目については, 必要に応じて適宜追加修正すること。
消費税課税対象経費については, 摘要欄(※印)を表示すること。
指定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記載すること。
一般管理費(本社経費)、租税公課は別に算定根拠を示すこと。
【予算の補正】別添補正予算及び増減理由のとおり

(単位：円)

摘要

物価高牌等支援対応給付金づ-ピス提供体制確保植助金

※公衆電ぽ-テレビカト’’自販機手数料等

補正後予算に対する達成率は98.4%

(単位：円)

摘要

※通勤手当は課税対象

※退職引当金’福利厚生費

ス

糸

糸

※

※

糸

ス

※職員被服費、研修費、会議費

※

※

※

糸

X

糸

糸

※生活用品、入浴用品等

※リネンリース等

※給食委託費等

※

※医薬品、給食材料費等

糸

※誇謝金、支払ネ！息、諸会費、雑費他

補正後予算に対する達成率は99.2%
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1.収入の部

科目

自主事業に係る収入
実質損失

【自主事業に係る決算報告】

予も、

(A)

; も、

(B)

又入 口 i

0

0

0

0

0

2.支出の部

科目
予も、 )’を、
(A) (B)

自主事業に係る支出 0 0
美質収益 0

出合き 0 0

は意】
科目については, 必要に応じて適宜追加修正すること。
消費税課税対象経費については, 摘要欄(※印)を表示するこ

予し半

(B-A)
0で％

0.0%

予し半

(B-A)

ao%

0で％

:と。

(単位：円)

摘要

(単位：円)

摘要

指定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記載すること。

※収支計に対る総■自己さギ面

令和4年10月より通所リノゼリテーシヨンの1日あたりの定員を24名から30名に変更しナこ。そのため、通所
リ/\ビリテーションの収入は大き〈増加しナこ。また、食費を入所、短期入所は1日100円、通所リハビリは昼
食代を40円値上げしたことにより、食費収入は増となった。しかし、人件費、給食委託費や給食材料費、
建物管理費等の負担が増え、結果的に4,429千円の赤字となった。稼働率の向上や加算の取得、また経
費の削減が課題である。

指定管理期間

指定管理費収入総合計額(円)

指定管理費支出総合計額(円)

【指定期間中の状況】

令和5年4月1日から令和10年3月31 B

指定管理費市提示の総額上限額(円)

指定期間中の
決算の状況
令和5年度

計

指定期間中の
自主事業の収支状況

令和5年度
i-j-

DXA

361フ25,029

361,725,029

斗ス�

0

0

支出

366,154,592

366,154,592

支出

収支

A 4,429,563

A 4,429,563

收支

0

0
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[一般管理費(木社経費), 租税公課の算定根拠】

<租税公課>

収入印紙

利子税

印紙税’重量税

消費税

合計

(法人会計の各会計への按分方法)

当年度の課税収入割合により法人会計の経費を按分している

法人会訃

すこやかへの 413,734

按分額

すこやか会計分 400

合ホ 41も134

収支計算書別添

※本社経費, 租税公課の科目内訳もぽ載すること
[記入例】

当該施設経費

他施設1経費

他施設2経費

他施設3経費

他施設4経費

本社経費

総額

20,000, OGG円

18,000,000円

24,000, OOG円

24,000,000円

は000, OGG円

5,000,000円

105.000, GGO円

(内訳)人件費, 探用費, 研修費, 租税公課, 減価償却費, 広告費を計上。
(算定)

按分率：当該施設経費20,000,000円ノ (総額105, 000,000円本社経費5,000,000円)== o. 2
肖該施設の本社経費：5,000,0G0円X 0.2 1,000.00り円
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也設名

0疋目理名

ョ疋目理,.間

1.収入の部

科目

市補助金
事業収入
その他の収入

収入合き

2.支出のき

科目

人件費
給与メ資金
社会保険料
手当
その他

事務費

消耗品費
印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料
保険料
フアイナンスリース料
その他

管理費
光熱水費
電気料金
ガス料金
上下水道料金

修繕費

事業費
消耗品費
賃借料
委託費
車両費
材料費
旅費交通費

法人税
租税公課
その他の支出

出合き

帝和5年4月

収支計画書
(令和5年度)

1日から令和6年3月 31日

国分.市介■ 人呆建也設こやか
一ぶg団法人国分、市健.旨祉サーピスカカ会
〒和5年4月1日からT和10年3月31日

【指定管理業務に係る収支計画】
(単ほ：円)

予算額

28,000,000

342,758,000

100,000

370,858,000

予算額

255,472,100

176,725,000

28,494,600

45,132,000

5,120,500

2,827,850

フ80,250

80,500糸
675,000糸

200,450
10,500

732,000※

349,150糸

3L770,500糸

31,560,000糸

12,776,700糸
10,075,800※

8,707,500糸

210,500

81,368,325

2,776,000糸
4,460,000※

45,476,000

1,251,575

27,309,000

95,750

145,676

498,511

1,177,100

373,260,062

糸

※

糸

糸

糸

糸

糸

※

糸

糸

※

※

摘要

("位：円)

摘要

通勤手当は課税対象
退職引当金々員利厚生費

職員被服費・研修費・会議費

利用者用食器、生活用品(ペーパータオル、洗剤等)
リハビリ機械.寝具、リネンリース-等
給食委託費・建物管理等

給食材料'介護用品(おむつ)・医薬品等

※諸謝金・支払利息■諸会費・雑費等

【注意】
科目については, 必要に応じて適宜追加修正すること。
消費税課税対象経費については, 摘要欄(※印)を表示すること。
キ旨定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記載すること。

※法人全体の予算額から指定管理すこやかに係る施策を抽出した額であるため、収入額と支出額が
一致していません。
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1.収入のき

科目

自主事業に係る収入
収入口き

2.支出のq

科目

【自主事業に係る収支計画】

予算額

0

0

予各頁
(A)
0

0

("位:円)

摘要

("位：円)

摘要

自主事業に係る支出
出合き

[注意】

科目については, 必要にホじて適宜追加修正すること。
消費税課税対象経費については, 摘要欄(※印)を表示すること。
指定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記載すること。
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令和5年4月

収支決算書
(令和5年度)

1日から令和6年3月31日

也設名

g疋目理名

ョモB理,.ガ間

1.収入の部

科目

業収入
地方公共団体ま助金収入
介護職員等処遇改善支援捕助金収入

その他の収入

実質損失

又入qき

2.支出の部

科目

国分 尚v ±モサービスセンターふ い

- ;s§団ミ人国分 .星止サービスカカS

〒和5 4月1日からT和10 3月31日

【指定管理業務に係る決算報告】

予„

(A)

28’の0’000

1,000

28,071,000

ミ各-.

(B)

24,439,502

200,000

42,000

3,009

24,684,51 1

予し半

(B-A)
87.1%

300.9%

87.9%

予も、 ミも. 予し：
(A) (B) (B-A)

人件 38,109,100 36,294,314 95.2%
給与.賃金 30,033,000 28,537,121 95.0%
社会保険輯 4,420,600 4,185,152 94.7%
手当 3,276,000 3,208,398 97.9%
その他 379,500 363,643 95.8%
務 876,850 768,954 87.7%
消耗品費 176,250 153,724 87.2%
印刷製本費 10,500 10,742 102.3%
通信費 190,000 154,522 81.3%
使用料及ぴ賃借料 63,450 35,256 55.6%
保険料 10,500 3,171 30.2%
フアイナンスリース料 366,000 365,736 99.9%
その他 60,150 45,803 76.1%

管理 3,416,500 2,250,122 65.9%
光熱水費 3,396,000 2,250,122 66.3%
電気料金 1,467,100 879,672 60.0%
ガス料金 1,109,800 675,568 60.9%
上下水道料金 819,100 694,883 84.8%
修繕費 20,500 0 0.0%
什器備品購入支出 0 0
業 7,105,325 6,898,854 97.1%
消耗品費 150,000 58,978 39.3%
賃借料 857,000 922,507 1の.6%
委託費 4,587,000 4,515,296 98.4%
車両費 582,575 483,271 83.0%
材料費 908,000 907,480 99.9%
旅費交通費 20,750 11,322 54.6%
法人税 0 0
租税公課 0 0 0.0%
その他の支出 368,100 315,149 85.6%
実質収益

出qき 49,875,875 46,527,393 93.3%

【注意】
科目については, 必要に応じて適宜追加修正すること。
消費税課税対象経費については, 摘要欄(※印)を表示すること。
指定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記載する二と。
一般管理費(本社経費)、租税公課は別に算定根拠を示すこと。
【予算の補正】別添補正予算及び増滅理由のとおり

(単位：円)

摘要

物価高騰等支摸対応給付金

普通預金利息等

補正後予算に対する達成率は87.2%

(単位：円)

摘要

糸通勤手当は課税対象

糸退職引当金’福利厚生費

糸

糸

糸

糸

※

糸

※

・�職員被服費、研修費会議費
《’

糸

※

炎

糸

※

炎

-※

※生活用品・入浴用品等

※リネンリース等

�給食委託費等
炎

�給食材料等

糸

※支払利息、諸会費、雑費、達謝金等

捕正後予算に対する達成率は96.9%
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1.収入の部

科目

自主業に係る収入
実質損失

又入ロミ

2.支出の部

科目

【自主事業に係る決算報告】

予を.、
(A)
0

0

予.
(A)
0

(B)

0

0

0

; を̃

(B)
0

0

0

予し半

(B-A)
ao%

0で％

予し半

(B-A)
0で％自主事業に係る支出

実質收益

出ロミ 0 0 0.0%
【注意】
科目については, 必要に応じて適宜追加修正すること。
消費税課税対象経費については, 摘要欄(※印)を表示すること。
指定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記載すること:

※収支計算に対する総括’自己評価

(単位：H)

摘要

(単位：円)

摘要

稼働率の低下により、売り上げ減少となった。しかし人員配置基準を満たすための人員が必要であり、
人件費は昨年度とほぼ横ばいとなった。固定費である給食委託費や建物管理費の負担が増えたこと等も
あり、結果的に赤字を増幅する結果となった。

指定管理期間
指定管理収入総合計額(円)
指定管理支出総合計額(円)

【指定期間中の状況】

令和5年4月1日から令和10年3月31日

指定管理市提示の総額上限額(円)

指定期間中の
決算の状況
令和5年度

計

i)XA

24,684,511

24,684,511

支出

46,527,393

46,527,393

収支

A 21,842,882
A 21,842,882

指定期間中の
自主事業の収支状況

令和5年度
計

�A

0

0

支出

0

0

収支

0

0

-22-
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収支計算書別添

[一般管理費(本社経費), 租税公課の算定根拠】

<粗税公課>

収入印紙

利子税

印紙税・重量税

消費税

合訃

法人会斤 ふれあい会ホ

63,800

654

10,400

2,091,000

2,165,854 0

(法人会計の各会計への按分方法)

当年度の課税収入割合により法人会計の経費を按分 〉る

法人会ホ

按分額

ふれあい会計分

合計

0

0

0

※本社経費, 租税公課の科口内訳も記載すること,

[記入例】

20,000,000円

18,000,000円

24,000,000円

24,000.000円

14,000.000円

5,000, OOG円

105,000, OGO円

(内訳)人件費, 採用費, 研修費, 租税公課, 減価償却費.広告費を計と。
(算定)

按分率：当該施設経費20, 000,000円/ (総額105,000,000円-本社経費5,000,り00円) 一〇.2
‘当該施設の本社経費：5,000,000円X 0.2=1,000,000円

当該施設経費

他施設1経費

他施設2経費

他施設3経費

他施設4経費

本社経費

総額

-23-



令和5年4月

収支計画書
(令和5年度)

1日から令和6年3月 31日

設名

g疋巨理名

s疋目理ハ間

1.収入の部

科目

事業収入
介護職員等処遇改善支援補助金収

その他の収入

収入合ま

2.支出のき

科目

人件費
給与・賃金
社会保険料
手当

その他
事務費
消耗品費
印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料
保険料
フアイナンスリース料
その他

管理費
光熱水費
電気料金
ガス料金
上下水道料金

修繕費
事業費
消耗品費
賃借料
委託費
車両費
材料費
旅費交通費

法人税
租税公課
その他の支出

出合き

国分、市高困T 土モサービスセンターふ い

一没員団法人国分市健.旨祉サービスカカ会

T和5年4月1日力、ら〒和10年3月31日

【指定管理業務に係る収支計画】

(単位:印

予算額

28,の0,000

0

1,000

28,071,000

予算額

摘要

("位：円)

摘要

職員被服費-研修費-

38,109,100

30,033,000

4,420,600

3,276,000糸通勤手当は課税対象
379,500糸退職引当金'福利厚生費
876,850系

176,250糸

10,500糸

190,000糸
63,450※

10,500糸

366,000糸

60,150※

3,416,500糸

3,396,000糸

1,467,100糸

1,109,800糸

819,100糸

20,500糸

7,105,325糸

150,000糸生活用品’入浴用品等
857,000糸リネンリース等

4,587,000糸給食委託費等
582,575糸

908,000糸

20,750糸
0

0

368,100糸

49,875,875

給食材料等

支払利息■諸会費・雑費等

は意】
科目については, 必要に応じて適宜追加修正すること。
消費税課税対象経費については, 摘要欄(※印)を表示すること。
指定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記載すること。

※法人全体の予算額から指定管理ふれあいに係る施策を抽出した額であるため、収入額と支出額が
一致していません。
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1.収入のき

科目

自主事業に係る収入
収入qき

2.支出のき

科目

【自主事業に係る収支計画】
("位：円)

予算額

0

0

摘要

("位：円)

予各頁

(A)
0

0

摘要

自主事業に係る支出
出qき

ほ意】
科目については, 必要に応じて適宜追加修正すること。
消費税課税対象経費については, 摘要欄(※印)を表示すること。
指定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記載することc

-25-



令和5年度老健すこやか補正予算(第1号)原案

収入の部

事業 5年度当初

事業収益 342,758 000

施設介護料収入 167,275,000

施設利用者負担金収入 22,595,000

居宅介護料収入 79,131,000

居宅介護利用者負担金収入 12,363,000

施設利用者等利用料収入 13,174,000

施設利用者等食費収入 29,570,000

施設利用者等居住費収入 9,932,000

居宅介護利用者等利用料収入 291,000

居宅介護利用者等食費収入 7,127,000

居宅介護利用者等居住費収入 786,000

その他の事業収入 514,000

補助金 28,000,000

国分寺市補助金収入 28,000,000

雑収入 100,000

雑収入 100,000

合計 370,858,000

補正額 補正後予算額 備考

0 342,758,000

167.275,000老健施設介護報酬

22,595,000老健施段介護報酬利用者負担金

79,131,000ほ期'ディケア介護報酬

12,363,000短期'ディケア介護報酬利用者負担金

13,174,000室料'教養娯楽-日用品等(入所)

29,570,000 (入所)

9,932,000 (入所)

291,000室料'教養娯楽等(短期'ディケア)

7,1の,000 (短期-ディケア)

786,000 (短期)

514,000文書料’主治医意見書・謝礼等

0 28,000,000

28,000,000

0 100,000

100,000テレビカード販売益’自販機手数料等

0 370,858,000

5年度当初予算額

補正後予算額

増滅率

370.858,000

370,858,000

0でぴ/0

★収入と支出の差額については、他会計から繰り入れ(借入)ます。
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令和5年度老健すこやか補正予算(第1号)原案

5年度当初

169,540,000

51,801,000

28,403,000

6,060,000

21,249,000

1,102.000

200,000

145,000

0

80,000

675,000

320,000

3,210,000

200,000

70,000

31,539,000

1,229,000

4,630,000

330,000

1 000

3,000

79,000

45,402,000

276,000

350,000

25,000

366,919,000

補正額 補正後予算額 備考

169,540,000

51,801,000短時間パート雇用

28,403,000社会保険料事業種負担

6,060,000医薬品

21,249,000食材費'ガーゼ等診療材料費.趣昧活動費.おむつ代

1,102,000健康診断他

200,000制服費用等

145,000研修'図書’研修交通費

0

80,000出張旅費

675,000電話'切手他

320,000備品費

3,210,000印刷’日用消耗品

200 000設備器更修繕費等

70,000

31,539,000電気'ガス’上下水道料

1,229,000燃料費'検査費等

4,630,000コピー . Jネン・分包機.マット・寝具等リース

330,000賠償保険’自勤車保険等

1,000社労士謝金

3.000

79,000

45,402,000建物管理・給食等委託費等

276,000老健協会等

350,000ボランテイア費用等

25,000

0 366,919,000

5年度当初予算額

補正後予算額

増滅率

366,919,000

366.919,000

0.00%
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令和5年度老健すこやか補正予算(第1号)原案

支出の部(2)

事業

役員報酬

給料手当

臨時雇賃金

ま定福利費

福利屋生費

会議費

旅費交通費

通に運搬費

消耗什器備品費

消耗品費

修繕費

印刷製本費

車面費

光熱水料費

賃借料

保険料

違謝金

租税公課

法人税等

委託料

寄付金

支払利息

諸会費

雑費

退職給付引当資産取得支出

退職給付弓当資産取得支出(檢務ぶ管埋)

什器備品購入支出

ファイナンス’リース債務返済支出

小計

合 B+

5年度当初 袖正額

27,000

488,900

100

91,600

10.000

3.150

1,000

15,750

10.500

15,750

10.500

10,500

22,575

21,000

30,450 3,000

10.500

105.500

495,511

145,676

74,000 48,800

100

10.500

3,95ス000

51,500

732,000

6,341,062 51,800

373.260,062 51,800

補正後予算額

27,000

488,900

100

91.600

10,000

3,150

1,000

15,750

0

10.500

15,750

10.500

10.500

22,575

21,000

33.450

10,500

105,500

495,511

145,676

122.800

0

100

0

10,500

3,957,000

51,500

0

732,000

6,392,862

373,311.862

5年度当初予算額

補正後モ算額

増滅率

373,260,062

373,311 862

a01%
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備考(管理費按分率)

10.5%

10.5%

105%

10.5%
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令和5年度ふれあい補正予算(第1号)原案

収入の部

業 5年度当初捕正額補正後予算額 備者

介護予防’日常生活支援総合事業
収入

介護予防.日常生活支援総合事業
利用者負担金収益

事業収益 28,070,000

居宅介護料収入 22,154,000

居宅介護利用者負担金収入3,237,000

426,000

105,000

居宅介護利用者等利用料収入 113,000

居宅介護利用者等食費収入1,941,000

3,000

91,000

雑収入 1,000

受取利息収入 1,000

合計 28,071,000

介護予防・日常生活支援総合事業
利用者等利用料収入

介護予防・日常生活支操総合事業利用
者食費収入

0 28,070,000

22,154,000通所介護報酬

3,237,000通所介護報酬利用者負担

426,000

105,000

1 1 3,000日用品'教養娯楽費'限度額オーノレ分

1,941,000

3,000日用品・教養娯楽費

91.000

0 1,000

0 1,000

0 28,071,000

5年度当初予算額

補正後予算額

増滅率

28,071,000

28,071,000

0力0%

★収入と支出の差額については、他会計から繰り入れ(借入)ますc
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令和5年度ふれあい捕正予算(第1号)原案

業

支出の部(1)

事

給料手当

臨時雇賃金

法定福利費

医薬品費

材料費

福利厚生費

職員被服費

研修費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗什器備品費

消耗品費

修繕費

印刷製本費

光熱水料費

車両費

賃借料

保険料

諸謝金

租税公課

支私利息

委託費

諸会費

雑費

利用者負担軽減額

小計

5年度当初

20,907,000

11,886,000

4,329,000

3,375,000

560,000

890,000

132,000

1.000

40,000

4,513,000

58.000

20,000

Looo

48,361,000

補正額補正後予算額 備考

20,907,000

11,886,000

4,329,000社会保険料事業種負担

0

908,000食材費'趣味活動費’行事関係費'食器等

180,000健康診断他

50,000制服費用等

5.000研修’図書-研修交通費

1,000

5,000出張旅費

190,000需話'切手他

60,000備品費

240,000事務用’日用消耗品防護服

10,000設備器具修繕費等

0

3,375,000雷気'ガス’上下水道料

560,000燃料費・検査費等

oonnnnリネン・マツト-寝具等リース料
890'000きお'車再I'トス…T

132,000賠償保険・自動車保険等

1,000社労士謝金

0

40,000

- e1。。。n建物管理・給食等委託費等
1'ぐd'uuu消費税増税分含む

58.000東社協会昌会曹

20,000ボランティア費用等

1,000

0 48,361,000

5年度当初予算額

補正後予算額

増減率

48,361,000

48.361,000

0.0%
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令和5年度ふれあい補正予算(第1号)原案

支出の部(2)

業

役員報酬

給料手当

臨時雇賃金

法定福利費

福利屋生費

研修費

会議費

消耗斤器備品費

消耗品費

修繕費

印刷製本費

車両費

光熱水料費

貢借料

保険料

諸謝金

租税公誤

法人税等

委託料

寄付金

支仏利息

諸会費

雑費

退職給付引当資産取得支出

退職給付引里資産取得支出(総務ぼ管理

ファイナンス’リース債務返済支出

/J\ 計

合 e+

5年度当初

27,000

488,900

100

0

91,600

10,000

3,150

1,000

15,750

10,500

15,750

10,500

10,500

22,575

21,000

30,450

10,500

105,500

0

0

74,000

100

10,500

138,000

51,500

366,000

1,514,875

49,875,875

補正額補正後予算を

27,000

488,900

0 100

0 0

0 91,600

0 10,000

0 3,150

0 1,000

15,750

0 0

0 10,500

0 15,750

10,500

10,500

0 22,575

0 21,000

3,000 33,450

0 10,500

0 105.500

0

0

48,800 122,800

0 0

100

0 0

10,500

138,000

0 51,500

366,000

51,800 1,566,675

51,800 49,927,675

5年当初予算額

補正後予算額

増減率

49.875,875

49,927,675

0.10%
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会計

令和5年度補正予算(第1号)主な増減理由

主な増減理由

収入)増減なし。

普及.人材.相ぶ支出)ホームベージ作成委ホ及びサーバー管理料(保守合む)による

±l

収入)増減なし。

在宅 支出)ホームページ作成委託及びサーバー管理料(保守含むによる

±l

公益目的 障害
収入)増減なし。

支出ホームページ作成委託及びサーバー管理料(保守含む)による増

公益

収益事業

収入)増減なし。

市受託支出)ホームベージ作成委託及びサーバー管理料(保守含む)による

±l

収入増減なし。

支出)増減なし。

収入)増減なし。

すこやか支出)ホームベージ作成委ョモ及びサーバー管理料(保守含むによる

乾

収入増減なし。

ふれあい支出)ホームページ作成委gモ及びサーバー管理料保守含むによる

±l

収入増減なし。

障害者センタ建物支出)ホームページ作成委qモ及びサーバー管理料保守含むによる

増。

収入増減なし。

いずみブフザ建物支出)ホームページ作成委託及びサーバー管理料(保守合むによる

±l

収入)増減なし。

ホ問介q養支出)ホームページ作成委。モ及びサーバー管理料(保守含む)による

±l

収入)増減なし。

居宅介漢支出)ホームページ作成委ま及びサーバー管理料(保守含む)による

士由

収入)令和4年度決算に伴う前期繰越収入確定による増。

法人 支出)ホームページ作成委託及びサーバー管理料(保守合む)による

増。収入支出補正に伴う次年度繰越額の増。
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令和5年度老健すこやか補正予算(第2号)原案

収入の部

* 染 5年度
ア � 第1次補正

事業収益 342,758,000

施段介護料収入 167,275,000

施設利用者負押金収入 22,595,000

居宅介護料収入 79,131,000

居宅介護利用者負担金収入 12,363,000

施設利用者等利用料収入 13,174,000

施設利用者等食費収入 29,570,000

施設利用者等居住費収入 9,932,000

居宅介護利用者等利用料収入 291,000

居宅介護利用者等食費収入 7,127,000

居宅介護利用者等居住費収入 786,000

その他の事業収入 514,000

補助金 28,000,000

国分寺市補助金収入 28,000,000

地方公共団休補助金収入 0

雑収入 100,000

雑収入 100,000

合 5+ 370,858,000

補正額

A 5,020,000

A. 4,031,000

A 651,000

A 338,000

443,000

A 57,000

500,000

600,000

600,000

A 3,977,000

第2次補正後 ,* *
予算額 m巧

337.738,000

167,の5,000老健施設介護報酬

22,595,000老健施設介譲報酬利用者負担金

75,100,000短期'ディケア介護報酬

11,712,000短期'ディケア介護報酬利用者負キヨ金

13,174,000室料'教養娯楽’日用品等(入所)

29,570,000 (入所)

9,932,000 (入所)

291,000室料'教養娯楽等(ほ期’ディケア)

6,789,000 (短期’ディケア)

786,000 (短期)

514,000文書料・主治医意見書'謝礼等

28,443,000

27,943,000

500,000

700,000

700,000テレビカード販売益’自販機手数料等

366,88LO0o

5年度第1次補正

捕正後予算額

増減率

370,858,000

366,881,000

-1.07%

*収入と支出の差額については、他会計力、ら繰り入れ(借入)ます。
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令和5年度老健すこやか補正予算(第2号)原案

5年度
第1次補正

169,540,000

51,801,000

28,4の,000

6.060,000

21,249,000

1.102,000

200,000

145,000

0

80,000

675,000

320,000

3,210,000

200,000

70,000

31,539,000

1,229,000

4,630,000

330,000

1,000

3,000

79,000

45,402,000

276,000

350,000

25,000

366,919,000

補正額
第2次補正後

予算額
備考

169,540,000

51,8の000短時間パート雇用

28,403,000社会保険料事業種負担

6,060,000医薬品

21,249,000食材費'ガーゼ等診療材料費■趣味活動費'おむつ代

1,102,000健康診断他

100,000 300,000制服費用等

145,000研修’図書'研修交通費

0

80,000出張旅費

675,000電話'切手他

320,000備品費

3,210,000印刷’日用消耗品

200,000設備器具修繕費等

70,000

31 539,000電ミ’ガス’上下水道料

1,229,000燃料費'検査費等

4,630,000コピー・」ネン・分包楼.マット・寝具等リス

330,000賠償保険’自動事保険等

1,000社労士謝金

3,000

79,000

45,402,000建物管理’給食等委託費等

276,000老健協会等

600,000 950,000ボランティア費用等

25.000

700,000 367,619,000

5年度第1次補正

補正後予算額

増減率

366,919,000

367,619.000

0.19%
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令和5年度老健すこやか補正予算(第2号)原案

支出の部(2)

事

給料手当

業

法定福利費

ネ呈利厚生費

研修費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗什器備品費

消耗品費

修繕費

印届I製本費

車両費

光熱水料費

賃惜料

保険料

請謝金

租税公課

法人税等

委託料

寄付金

支払利息

諸会費

雑費

退職給付引当資産取得支出

什器備品購入支出

ファイナンス・リース債務返済支出

小計

合B+

�?£5sぜ■
27,000

488,900

100

91,600

10,000

3,150

1,000

15.750

10,500

15,750

10,500

10,500

22,575

21,000

33.450

10.500

105.500

495,511

145,676

122,800

100

10.500

3,957,000

51.500

732,000

6,392,862 0

373,311,862 フ00.000

第2次袖正後
予算額

27,000

488,900

100

91,600

10,000

3.150

1.000

15.750

0

10.500

15,750

10,500

10,500

22.575

2し000

33,450

10,500

105,500

495,511

145.676

122,800

0

100

0

10,500

3,957,000

51,500

0

732,000

6,392,862

374,011.862

5年度第1次補正

補正後予算額

増滅率

373.311,862

374,011,862

0.19%
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令和5年度ふれあい補正予算(第2号)原案

茎

第1次捕

収入の部

事業

事業收益 28,の0,000

居宅介護料収入 22,154,000

居宅介護利用者負担金収入3,237,000

426,000

105,000

居宅介護利用者等利用料収入 11 3,000

居宅介護利用者等食費収入1,941,000

介護予防’日常生活支援総合事業 , nn.
利用者等利用料収入 -'・"""

介護予防’日常生活支援総合事業
収入

介護予防.日常生活支援総合事業
利用者負担金収益

介ま予防.日常生活支援総合事業利用

補助金

9L000

0

地方公共団体補助金収入

雑収入 1,000

受取利息収入 1,000

合計 28,071,000

補正額
第2次補正後

予算額

0 28,の0,000

備考

22,154,000通所介護報酬

3,237,000通所介護報酬利用者負担

426,000

105.000

1 1 3,000日用品'教養娯楽費'限度額オー/《一分

1,941,000

3,000日用品-教養娯楽費

91,000

200,000 200.000

200,000

0

0

200,000

1,000

1,000

200,000 28,271,000

5年度第1次補正

補正後予算額

増減率

28,071,000

28,271,000

0.71%

*収入と支出の差額については、他会計から繰り入れ(借入)ます。
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令和5年度ふれあい補正予算(第2号)原案

5年度
第1次補正

20.9の力00

11,886,000

4,329,000

3,375,000

560.000

890,000

132,000

1.000

40,000

4,513,000

58 000

20,000

1,000

48,361,000

補正額
第2次補正後

予算額

20,907,000

備考

11,886,000

4,329,000

0

4,000 912,000

180,000

50,000

5,000

1.000

5,000

190,000

60,000

240,000

10,000

0

3,375,000

560,000

890,000

132,000

1,000

0

40,000

4,513,000

58000

20,000

24,000 25.000

28,000 48,389,000

社会保瞳料事業種負担

食材費'趣味活動費ゾラ事関係費・食器等

健康診断他

制服費用等

研修.図書'研修交通費

出張旅費

電話.切手他

備品費

事務用-日用消耗品防護服

設備器具修繕費等

雷気'ガス’上下水道料

燃料費・検査費等

リネン'マット'寝具等リース料
送迎車再リース

賠償保険・自動車保険等

社労土謝金

建物管理・給食等委託費等
消費税増税分含む

東ネナ協会員会費

ボランテイア費用等

5年度第1次補正

補正後予算額

増減率

48.361.000

48.389,000

0.1%
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令和5年度ふれあい補正予算(第2号)原案

支出の部(2)

事業

役員報酬

給料手当

臨時雇實金

法定福利費

福利厚生費

研修費

会議費

旅費交通費

通仁運搬費

消耗汁器備品費

消耗品費

印刷製本費

車両費

光熱水料費

資借料

保険料

。者。お金

租税公課

法人税等

委斤料

寄付金

支払利息

諸会費

雑費

退職給付引当資産取得支出

退職掠付引当資産取得支出(総務ま管理

フアイナンス・リス價務返済支出

小 5+

合n+

5年度
第1次補正

27,000

488,900

100

0

91,600

10,000

3.150

1,000

15,750

10,500

15,750

10,500

10,500

22,575

21,000

33,450

10,500

105,500

0

0

122,800

100

10,500

138,000

51,500

366.000

1,566,675

49,927,675

補正額

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

28.000

第2次補正後
予算額

27,000

488,900

100

0

91,600

10,000

3,150

1,000

15,750

0

10,500

15,750

10,500

10,500

22,575

21,000

33,450

10,500

105,500

0

0

122,800

0

100

0

10,500

138,000

51,500

366,000

1,566,675

49,955,675

5年度第1次補正

補正後予算額

増滅率

49,927,675

49 955,675

0.06%
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会；十

令和5年度補正予算(第2号)主な増減理由

主な増減理由

収入)増減なし。

普及.人材.相。炎支出あったかい護発行部数増による印刷製本費及び配布妻託料の増

普通救命講習に伴う消耗品費の増。

収入)増減なし。

支出)増減なし。
在宅

公益目的 障害
収入)増減なし

支出)増滅なし

市受託
収入)増減なし

支出)増減なし

公益

すこやか

ふれあい

収入)市補助金内訳決定に伴う増。

支出)増減なし。

収入)市補助金内q尺決定に伴う減。市物価高騰等対応支援給付金による

増。通所リハ稼働率修正(80%う75%)による減。コロナ感染者等見舞

金収入による増

支出)コロナ感染者等支出による増。職員被服費の増。

収入)市物価高騰等対応支援給付金による増。

支出)新聞代金値上げによる増。ネ]用者負キヨ軽減対象者1名による増。

いずみブフザ建物

ホ問介護

収入)増滅なし。

支出)増減なし。

収入)市物価高謄等対応支援給付金による増

支出)増減なし。

居宅介基

去人

収入)市物価高謄等対ホ支援給付金による増

支出)増減なし。

収入)雇用開発助成金による増。

支出)収入支出補正に伴う次年度繰越額の減

-39-
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令和5年度老健すこやか補正予算(第3号)原案

収入の部

室 室 5年度
ヲ °" 第2次補正

事業収益 337,738.000

施段介護料収入 167,275,000

施設利用者負担金収入 22,595,000

居宅介護料収入 75,100,000

居宅介護利用者負担金収入 11,712,000

施設利用者等利用料収入 13,174,000

施設利用者等食費收入 29,570,000

施設利用者等居住費収入 9,932,000

居宅介護利用者等利用料収入 291,000

居宅介護利用者等食費収入 6,789,000

居宅介護利用者等居住費収入 786,000

その他の事業収入 514,000

補助金 28,443,000

国分寺市補助金収入 27,943,000

地方公共固体補助金収入 500,000

雑収入 700,000

雑収人 700,000

合計 366,881,000

�1E§Sぐデ ィ-#
0 337,738,000

1の,275,000老健施設介護報酬

22,595,000老健施設介護報酬利用者負担金

75,100,000短期'ディケア介護報酬

1 1,712,000れ期■ディケア介護報酬利用者負担金

13,174,000室料'教養娯楽’日用品等(入所)

29,570,000 (入所)

9,932,000 (入所)

291,000室料'教養娯楽等(短期'ディケア)

6,789,000 (短期’ディケア)

786,000 (短期)

514,000文書料・主治医意見書・謝礼等

0 28,443,000

27,943,000

500,000

0 700,000

700,000テレビカード販売益’自販機手数料等

0 366,881,000

5年度第2次補正

補正後予算額

増減率

366,881,000

366,881,000

0.00%

*収入と支出の差額については、他会計力、ら繰り入れ(借入)ます。
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令和5年度老健すこやか補正予算(第3号)原案

5年度
第2次補正

169,540,000

51,801,000

28,403,000

6,060,000

21,249,000

1,102,000

300,000

145,000

0

80.000

675,000

320,000

3,210,000

200.000

70,000

31,539,000

1,229,000

4,630,000

330,000

1,000

3,000

79,000

45,402,000

276,000

950,000

25,000

367,619,000

補正額
第3次補正後 ,� �
予算額 m巧

169,540,000

51,801,000ね時間バート雇用

28,403,000社会保険料事業種負担

6,060,000医薬品

21,249,000食材費■ガーゼ等診療材料費‘趣味活動費.おむつ代

1,102,000健康診断他

300,000制服費用等

145,000研修'図書'研修交通費

0

80,000出張旅費

675,000電話.切手他

320,000備品費

3,210,000印刷’日用消耗品

200,000設備器具修繕費等

70.000

31,539,000電気-ガス・上下水道料

1,229,000燃料費’検査費等

4,630,000コピー , Jネン・分包痩.マット・寝見等」ース

330,000賠償保険・自動車保険等

1,000社労士謝金

3,000

79,000

45,402,000建物管理・給食等委。モ費等

276,000老健協会等

950,000ボランテイア費用等

25,000

0 367,619,000

5年度第1次補正

補正後予算額

増減率

367,619,000

367,619,000

0.00%
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令和5年度老健すこやか補正予算(第3号)原案

支出の部(2)

事 業

役員報酬

給料手当

臨時雇賃金

法定福利費

福利厚生費

研修費

会議費

旅費交通費

通仁運搬費

消耗什器備品費

消耗品費

修繕費

印刷製本費

車両費

光熱水料費

賃借料

保険料

諸謝金

租税公ぼ

法人税等

委巧料

寄付金

支払利息

諸会費

雑費

退職給付引当資産取得支出

退職格付弓当資産取得支出(梯務要管理)

什器備品購入支出

ファイナンス-リス債務返済支出

小計

合 5+

5年度

第2次補正

27,000

488,900

100

91.600

10,000

3.150

1,000

15,750

補正額

10,500

15.750

10,500

10,500 315

22,575

21,000

33,450

10,500

105.500

495.511

145,676

122.800

100

10,500

3,957.000

51.500

732,000

6,392,862 315

374.011.862 315

第3次補正後
予算額

27,000

488.900

100

91,600

10,000

3,150

1.000

15.750

0

10,500

15,750

10,500

10815

22,575

21,000

33,450

10,500

105.500

495.51 1

145,676

122.800

0

100

0

10.500

3,957.000

51,500

0

732,000

6,393,177

374,012.177

5年度第2次補正

補正後予算額

増滅率

374,011,862

374.012,177

aooDS
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備考(管理費按分率)

10.5%

80 0%

100%
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令和5年度ふれあい補正予算(第3号)原案

茎

収入の部

事業

事業収益 28,の0,000

居宅介護料収入 22,154,000

居宅介護利用者負担金収入3,237,000

426,000

105,000

居宅介護利用者等利用料収入 113,000

居宅介護利用者等食費収入1,941,000

3,000

91,000

補助金 200,000

紘ぐネま■- *ぐデ

介護予防・日常生活支援総合事業
れ

介護予防・日常生活支援雄合事業
利用者負担金収益

介護予防.日常生活支援総合事業
利用者等利用料収入

介護予防・s常生活支操紘合事業利用
者食費収入

備考

0 28,070,000

22,154,000通所介護報酬

3,237,000通所介護報酬利用者負担

426,000

105,000

113,000日用品'教養娯楽費’限度額オーバー分

1,941,000

3,000日用品-教養娯楽費

91,000

0 200,000

地方公共団体補助金収入 200,000

雑収入 1,000

受取利息収入

合計

1,000

28,271,000

200.000

1,000

1,000

28.271,000

5年度第2次補正

補正後予算額

増滅率

28,271,000

28,271,000

0力0%

*収入と支出の差額については、他会計から繰り入れ(借入)ます
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令和5年度ふれあい補正予算(第3号)原案

5年度
第2次補正

20,907,000

11,886,000

4,329,000

40,000

4,513,000

5finnn

20,000

25.000

48,389,000

補正額
第3次補正後 � �
予算額 m巧

20,907,000

11,886,000

4,329,000社会保険料事業種負担

0

91 2,000食材費・趣味活動費・行事関係費・食器等

180,000健康診断他

50,000制服費用等

5,000研修-図書・研修交通費

1.000

5,000出張旅費

190,000電話’切手他

60,000備品費

240,000事務用.日用消耗品防護服

10,000設備器具修繕費等

0

3,375,000電気'ガス'上下水道料

560,000燃料費.検査費等

oonnnnリネン・マット・寝具等リース料
89aoo°き迎車再&

132,000賠償保険’自動車保険等

1,000社労士謝金

0

40,000

, eン。。n建物管理・給食等委託費等
�"・uuu消費税増税分含む

ss.nno東社協会員会費

20,000ボランテイア費用等

25,000

0 48,389,000

5年度第2次補正

補正後予算額

増滅率

48,389.000

48,389,000

ao%
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令和5年度ふれあい補正予算(第3号)原案

支出の部(2)

事 業

役員報酬

給料手当

臨時雇貢金

退職給付費用

法定福利費

福利厚生費

研修費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗什器備品費

消まモ品費

修繕費

印刷製本費

車両費

光熱水料費

賃借料

保険料

速謝金

租税公課

法人税等

委巧料

寄付金

支仏利息

速会費

雑費

退職給付引当資産取得支出

ファイナンス・リース債務返済支出

小 計

合 s十

5年度
第2次補正

27,000

488,900

100

0

91,600

10,000

3,150

1,000

15,750

10,500

15,750

10,500

10,500

22,575

21.000

33,450

10,500

105,500

0

0

122,800

100

10,500

138,000

51,500

366,000

1,566,675

49,955,675

補正額
第3次補正後

予算額

27,000

488,900

100

0

91,600

10,000

3,150

1.000

15,750

0

10,500

15,750

10,500

10,815

22,575

21.000

33,450

10,500

105,500

0

0

122,800

0

100

0

10,500

1 38,000

51,500

366,000

315 1,566,990

315 49,955,990

0

0

0

0

0

0

0

0

0

315

0

0

0

0

0

0

0

5年度第2次補正

補正後予算額

増減率

49,955,675

49.955.990

0で0%
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備考(管理費按分率)
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令和5年度補正予算(第3号)主な増減理由

会計 事業 主な増減理由

収入)増減なし。

普及.人#.ホ談支出)印刷製ホ費(封筒)不足による増(法人全体に係るため全会サに

よる按分)

収入)増減なし。

在宅 支出)印刷製本費(封筒)不足による増(法人全休に係るため全会計に

よる按分)

収入)増減なし。

公益目的 障害 支出)印刷製本費(封筒)不足による増(法人全体に/系るため全会をに

よる按分)

収入)増減なし。

市受託支出)印刷製本費(封筒)不足による増(法人全体に係るため全会計に

よる按分)

収入)増減なし。

公益 支出)印刷製本費(封筒)不足による増(法人全体に係るため全会計に

よる按分)

収入)増滅なし。

すこやか支出)印刷製本費(封筒)不足による増(法人全体に係るため全会計に

よる按分)

収入)増減なし。

ふれあい支出)印刷製本費(封筒)不足による増(法人全体に係るため全会計に

よる按分)

収入)増滅なし。

障害きセンタ建物支出)印刷製本費(封筒)不足による増(法人全体に係るため全会計に

よる按分)

収入)増減なし。

いずみプラザ建物支出)印刷製本費(封筒)不足による増(法人全体に係るため全会計に

よる按分)

収入)増減なし。

訪問介護支出)印刷製本費(封筒)不足による増は人全体に係るため全会計に

. ,よる按分)

収入)増減なし。

居宅介護支出)印別製本費(封筒)不足による増(法人全体に係るため全会計に

よる按分)

収入)増減なし。

法人 支出)バソコン買い換え(購入より6年、使用に支障あり)。収入支出

補正に/半う次年度繰越額の減。

収益爭業

-46-



令和5年度老健すこやか補正予算(第4号)原案

収入の部

事業

事業収益

施設介護料収入

施設利用者負押金収入

居宅介護料収入

居宅介護利用者負担金収入

施設利用者等利用料収入

施段利用者等食費収入

施設利用者等居住費収入

居宅介護利用者等利用料収入

居宅介護利用者等食費収入

居宅介護利用者等居住費収入

その他の事業収入

補助金

国分寺市補助金収入

地方公共団体補助金収入

介護職員等処遇改善支援補助金収入

雑収入

雑収入

合計

5年度

第3次補正

337,738,000

167,275,000

22,595,000

75,100,000

11,712,000

13,174.000

29,570,000

9,932,000

291,000

を789,000

786,000

514,000

28,443,000

27,943,000

500,000

0

700,000

700,000

366,881,000

補正額

0

第4次補正後 � *
予算額 1IB巧

337,738,000

167,275,000老健施設介護報酬

22,595,000老健施段介護報酬利用者負担金

75,100,000短期’ディケア介護報酬

1 1,712,000短期-ディケア介護報酬利用者負担金

13.174,000室料'教養娯楽’日用品等(入所)

29,570,000 (入所)

9,932,000 (入所)

291,000室料'教養娯楽等(短期’ディケア)

6,789,000 (短期'ディケア)

786,000 (短期)

514,000文書料’主治医意見書・謝礼等

28,867,000

27,943,000

666,000

258,000

900,000

900,000テレビカード販売益’自販機手数料等

367,505,000

5年度第3次補正

補正後予算額

増滅率

366,881,000

367,505,000

0.17%

収入と支出の差額については、他会計力、ら繰り入れ(借入)ます
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令和5年度老健すこやか補正予算(第4号)原案

5年度
第3次補正

169.540,000

51,8の,000

28,403,000

6,060.000

21,249,000

1,102,000

300,000

145,000

0

80,000

675,000

320,000

3,210,000

200.000

70,000

31,539,000

1,229,000

4,630,000

330,000

1,000

3,000

79,000

45,402,000

276,000

950,000

25,000

36ス619,000

補正額

5で00,000

A 1,000.000

1,500,000

A. 378,000

118,000

A 10,214,000

200,000

A 4,774.000

第4次補正後 ,* �
おi 備考

1 74,540,000

50,8の,000短時間バート雇用

29,903,000社会保険料事業種負担

5,682,000医薬品

21,249,000食材費・ガーゼ等診療材料費'趣昧活動費'おむつ代

1,220,000健康診断他

300,000制服費用等

145,000研修'図書'研修交通費

0

80,000出張旅費

675,000電話'切手他

320,000備品費

3,210,000印刷’日用消耗品

200,000設備器具修繕費等

70.000

21,325,000電気’ガス’上下水道料

1,229,000燃料費'検査費等

4,630,000コピー・リネン・分包機.マ

330,000賠償保険・自動車保険等

1,000社労士謝金

3,000

79,000

45,402,000建物管理.給食等委託費等

276,000老健協会等

1,150,000ボランテイア費用等

25,000

362,845,000

卜.寝具等リース

5年度第3次補正

補正後予算額

増減率

367,619,000

362,845000

-1 30%
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令和5年度老健すこやか補正予算(第4号)原案

支出の部(2)

事 業 袖正額

役員報酬

給料手当

臨時雇賞金

法定福利費

ネ邑利厚生費

研修費

会議費

旅費交通費

通仏運搬費

消耗什器備品費

消耗品費

修繕費

印屈I製本費

車両費

光熱水料費

賃借料

保険料

達謝金

租税公課

法人税等

委託料

寄付金

支払利息

諸会費

雑費

退職給付引当資産取得支出

退職給付弓I当ほ産取得支出(総g誤管理)

什器備品購入支出

フアイナンス・リース債務返済支出

小計

合B+

5年度
第3次補正

27,000

488,900

100

91.600

10,000

3.150

1,000

15,750

10,500

15.750

10,500

10.815

22,575

21,000

33,450

10.500

105.500

495,511

145,676

122,800

100

10,500

3,957,000

51.500

732.000

6,393,177 A 19,020

374,012,177 A 4,793,020

A 19,020

第4次補正後
予算額

27,000

488.900

100

91,600

10,000

3.150

1,000

15.750

0

10,500

15.750

10,500

10,815

22,575

21,000

33.450

10,500

105.500

476,491

145,676

122,800

0

100

0

10,500

3,957,000

51.500

0

732.000

6,374,157

369.219,157

5年度第3次補正

補正後予算額

増減率

374,012,177

369,219,157

1.28%
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備考(管理費按分率)
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令和5年度ふれあい補正予算(第4号)原案

収入の部

事業

事業収益 28,の0,000

居宅介護料収入 22,154,000

居宅介護利用者負担金収入3,237,000

介護予防・日常生活支援総合事業 426 000

第3次&捕捕ェ額ぎ4ff#後

介護予防・日常生活支援総合事業
利用者負担金収益

105.000

居宅介護利用者等利用料収入 113,000

居宅介護利用者等食費収入1,941,000

3,000

91,000

補助金 200,000

介護予防・日常生活支援総合事業
利用者等利用料収入

介護予防’日常生活支援総合事業利用
者食費収入

地方公共団体補助金収入

介護職員等処遇改善支援補助金収入

雑収入

受取利息収入

雑収入

合計

200,000

0

1,000

1,000

0

28,271.000

42.000

42,000

3,000

0

3,000

備考

0 28,070,000

22,154,000通所介護報酬

3,237,000通所介護報酬利用者負担

426,000

105,000

1 1 3,000日用品-教養娯楽費・眼度額オーノ《一分

1,941,000

3,000日用品-教養娯楽費

91,000

242,000

200,000

42,000

4,000

1,000

3,000

45,000 28,316,000

5年度第3次補正

補正後予算額

増滅率

28,271,000

28,316,000

0.1 6%

�収入と支出の差額については、他会計から繰り入れ(借入)ます。
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令和5年度ふれあい補正予算(第4号)原案

5年度
第3次補正

20,907,000

11,886,000

4,329,000

3,375,000

560.000

890,000

132,000

1,000

40.000

4,513,000

58.000

20,000

25,000

48,389,000

補正額

A 1,000,000

42.000

A 1,073.000

76,000

第4次補正後 � �
予算額 w巧

19,907,000

11,886,000

4,329,000社会保険料事業種負担

0

954,000食材費・趣味活動費’行事関係費・食器等

180,000健康診断他

50,000制服費用等

5,000研修-図書・研修交通費

1,000

5,000出張旅費

190,000電話'切手他

60,000備品費

240,000事務用.日用消耗品防護服

10,000設備器具修繕費等

0

2,302,000電気’ガス’上下水道料

560,000燃料費・検査費等

n..nnnリネン’マツト-寝具等リース料
966,000きン車再りTv

132,000賠償保険’自動車保険等

1,000社労士謝金

0

40,000

4,513,000
建物管理’給食等委託費等

A 1,955,000

消費税増税分含む

58,000東社協会員会費

20.000ボランティア費用等

25,000

46,434,000

5年度第3次補正

補正後予算額

増滅率

48,389,000

46.434,000

ールびん
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令和5年度ふれあい補正予算(第4号)原案

支出の部(2)

事

役員報酬

給料手当

臨時雇賃金

退職締付費用

法定福利費

福利厚生費

研修費

会議費

業

通信運搬費

消耗什器備品費

消耗品費

修繕費

印刷製本費

車両費

光熱水料費

賃借料

保険料

諸謝金

租税公課

法人税等

委巧料

寄付金

支仏利息

諸会費

雑費

退職締付引当資産取得支出

退職給付弓I当資産取得支出(総務課管理

ファイナンス・リース債務返済支出

小5+

合計

5年度
第3次補正

27,000

488,900

100

0

91,600

10,000

3,150

1,000

15,750

10,500

15,750

10,500

10,815

22,575

21,000

33.450

10,500

105,500

0

0

122,800

100

10,500

138,000

51,500

366,000

1,566,990

補正額

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

49,955,990 A. 1,955,000

第4次補正後
予算額

27,000

488,900

100

0

91,600

10,000

3,150

1,000

15,750

0

10,500

15,750

10,500

10,815

22.575

21,000

33,450

10,500

105,500

0

0

122,800

0

100

0

10,500

138,000

51.500

366,000

1,566,990

48,000,990

5年度第3次補正

補正後予算額

増減率

49,955,990

48,000,990

-3.91%

-52-

備考(管理費按分率)

10.0%

10.0%

30.7%
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会計

普及.人材.相ま

在宅

公益目的

市受ホ

令和5年度補正予算(第4号)主な増減理由

主な増減理由

収入)増減なし。

支出)増減なし。

収入)増減なし。

支出)人件費：実績調整(増)。

収入)増減なし。

支出)証明書発行手数料の増。

収入)増減なし。

支出)増減なし。

公益
収入)増減なし。

支出)人件費：実績調整。

収入)処遇改善支援補助金の増。施設内事故による見舞金の増。

すこやか支出)人件費：実績滴整。施設内事故による見舞金の増。医薬品：ジェ

ネリック医薬品による滅。光熱水料費：国の補助による減。

収入)処遇改善支援補助金の増。インフルェンザワクチン補助金による

ふれあい増。

支出)人件費：実績調整。光熱水料費：国の補助による減。

収入)増減なし。
障害者センター建物

収益事業

いずみプラザ建物

訪問介護

支出)増減なし。

収入)増減なし。

支出)増滅なし。

収入)処遇改善支援補助金の増c

I

支出)研イき費：オンライン(無料)による減。

収入)増減なし。

居宅介達支出)人件費：正職の増、臨時職員の減。研修費：オンライン(無料)

による減。

法人

※租税公課：実績による按分修正

収入)増減なし。

支出)収入支出補止に伴う次年度繰越額の増。
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令和5年度老健すこやか流用後予算原案

収入の部

ま 室 5年度
y � 第4次補正

事業収益 337,738,000

施設介護料収入 167,275,000

施段利用者負押金収入 22,595,000

居宅介護料収入 75,100,000

居宅介護利用者負担金収入 11,712,000

施設利用者等利用料収入 13.174.000

施設利用者等食費収入 29,570,000

施設利用者等居住費収人 9,932,000

居宅介護利用者等利用料収入 291,000

居宅介護利用者等食費収入 6,789,000

居宅介護利用者等居住費収入 786,000

その他の事業収入 514,000

補助金 28,867,000

国分寺市補助金収入 の,943,000

地方公共団体補助金収入 666,000

介護職員等班遇改善支援補助金収入 258,000

雑収入 900,000

雑収入 900,000

合計 367,505,000

補ェ額 ;?§s 備考
0 337,738,000

167,275,000老健施設介護報酬

22,595,000老健施設介護報酬利用者負担金

75,100,000燒期-ディケア介護報酬

11,71 2,000短期.ディケア介護報酬利用者負担金

13,174,000室料'教養娯楽’日用品等(入所)

29,570,000 (入p斤)

9,932,000 (入所)

291,000室料'教養娯楽等(短期’ディケア)

6,789,000 (短期’ディケア)

786,000 (短期)

514,000文書料・主治医意見書・謝礼等

0 28,867,000

27,943,000

666,000

258,000

0 900,000

900,000テレビカード販売益’自販機手数料等

0 367,505,000

5年度第3次補正

補正後予算額

増滅率

367,505,000

367,505,000

0.00%

�収入と支出の差額については、他会計から繰リ入れ(借入)ます。
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令和5年度老健すこやか流用後予算原案

5年度
第4次補正

174,540,000

50,801,000

29,903,000

5,682,000

21,249,000

1,220,000

300,000

145,000

0

80,000

675,000

320,000

3,210,000

200,000

70,000

21,325,000

1,22み000

4,630,000

330,000

1.000

3,000

79,000

45,402,000

276,000

1,150,000

25,000

362,845,000

�SJEgg 額■ <jgき
A. 1,247,000 173,293,000

50,801,000矩時間バート雇用

241,000 30,144,000社会保険料事業種負担

5,682,000医薬品

A 487,000 20,762,000食材費'ガーゼ等診療材料費'趣昧活動費'おむつ代

1,220,000健康診断他

300,000制服費用等

145,000研修’図書'研修交通費

0

6,000 86,000出張旅費

675,000電話'切手他

320,000備品費

3,210,000印刷’日用消耗品

200,000設備器更修繕費等

70,000

1,487,000 22,812,000電気.ガス・上下水道料

1,229,000燃料費'検査費等

4,630,000コピー・リネン・分包機.マット・寝具等リス

330,000賠償保険・自勤車保険等

1,000社労士謝金

3,000

79,000

45,402,000建物管理.給食等委。モ費等

276,000老健協会等

1,150,000ボランティア費用等

25,000

0 362,845,000

5年度第3次補正

補正後予算額

増減率

362,845,000

362.845.000

0.00%
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令和5年度老健すこやか流用後予算原案

支出の部(2)

事業

役員報酬

給料手当

臨時雇賃金

法定福利費

福利厚生費

研修費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗什器備品費

消耗品費

修繕費

印刷製本費

車両費

光熱水料費

賃借料

保険料

諸謝金

租税公課

法人税等

委託料

寄付金

支払利息

諸会費

雑費

退職給付引当資産取得支出

退職を付引当食産取得支出(檢務ま管理)

什器備品購入支出

フアイナンス・リース債務返済支出

小 t+

合 6+

5年度
第4次補正

27,000

488,900

100

91,600

10,000

3,150

1,000

15,750

0

10,500

15,750

10,500

10.815

22.575

21,000

33,450

10,500

105.500

476,491

145,676

122,800

0

100

0

10,500

3,957,000

51,500

0

732.000

6,374.157

369,219.157

補正額
流用後
予算額

27,000

488,900

100

91.600

laooo

3,150

1,000

15,750

0

10.500

15.750

10.500

10,815

22,575

21,000

33.450

10,500

105.500

476,491

145,676

122.800

0

100

0

10,500

3.957,000

51,500

0

732,000

0 6,374,157

0 369,219,157

5年度第3次補正

補正後予算額

増減率

369219,157

369.219,157

aoo%

-5fi-

備考(管理費按分率)

10.5%

80力％

10.0%
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